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化するのは難しい。ロケットの重量の最も多くを占めてい
るのは推進剤（燃料）です。地球は太陽系の中で最も大きな
岩石質の天体なので、ロケットが重力の呪縛を抜けて宇宙
空間に出るには大量のエネルギーが必要だからです。そこ
で「宇宙空間で推進剤として使えるものを調達しよう」と
いう研究が進められています。
例えば氷。氷が存在する天体はいくつか確認されている
ので、そこに立ち寄って採取した氷をどんどん揮発させれ
ば、推進剤として利用できます。地球から運ばなければな
らない燃料を大きく減らすことができ、宇宙での活動領域
が一気に広がります。燃料が無限にある移動体ができるよ
うなもの。片道燃料だけで宇宙へ飛べる時代が来るかもし
れません。

Ӊ஦ʹڵຯΛ࣋ͭਓΛ૿΍͍ͨ͠
宇宙には、地球に住んでいると考えられないようなもの
や現象があふれています。例えば太陽系には99％鉄ででき
ている小惑星がある。それだけでも驚きですが、その小惑
星を地球上に落とすことができれば、人類が産業革命以降
生み出してきた量の倍くらいの鉄が手に入ります。しかも
そのまま利用できる金属鉄で、プラチナなどの有用金属
もたくさん含まれています。宇宙には無限の資材が存在し
ているのですね。今後は「人類にとって有益なものは宇宙
空間のどこにあるのか」を把握する研究も進んでいくで
しょう。
宇宙研究はフロンティアです。わからないことだらけで
すから、やるべきことが無限にあります。だから面白いし、
これから宇宙の謎を解明しようとする若い世代の活躍が待
たれます。
若い世代を含めたすべての人たちに宇宙に興味を持って
もらいたい――そんな思いから、東京ドームシティ（東京
都文京区）にある「宇宙ミュージアムTeNQ」の中に、研究
室の分室を設けました。展示だけでなくガラス越しに研究
の様子を見学できるスタイルで、最先端の情報を発信して
います。宇宙が身近に感じられる空間に、ぜひ遊びに来て
ください。

惑星地質学の分野で今後どのような研究が進められてい
くのか、現段階での方向性をお話しましょう。
特に重要と考えられているのは、地球と火星の違いを解

明することです。これまでの多くの研究結果から、火星の
表面の環境は少なくとも過去30億年くらい前までは地球に
かなり似ていたと考えられています。ところが現在の火星
は凍結乾燥地獄と化し、表面温度はおおよそ－60℃、気圧
は地球の150分の1程度しかありません。なぜそのような厳
しい環境になっていったのか――その原因を明らかにする
ために、火星の探査が進められています。
第1回でもお話したように、地球には水や生き物が存在

し、植生もあるために変化が激しく、昔の情報はどんどん
失われてしまいます。しかし火星のような地表の保存状態
が良い天体を調べることで、地球がたどって来た歴史を知
ることができます。生命がなぜ地球に誕生したのか、ほか
の天体と比べて人間が生きるうえで地球はどう有利だった
のか。火星を調べて理解することは、地球についてもっと
よく知ることにもつながっていくのです。
そのためにリモートセンシングによる天体の画像撮影や

分析が行われていますが、より高い解像度で明らかにして
いかないと、地球環境の安定した議論はできないことがわ
かってきました。今後、撮影や分析機器の精度をさらに向
上させていくことも、一つの方向性といえるでしょう。

೩ྉΛӉ஦Ͱௐୡ͢Δ࣌୅ʹ
もう一つの方向性は、天体にアプローチしやすくするた

めの技術を進歩させることです。探査機は、探査や分析の
ための機器、カメラ、通信装置など複数の機能を一つにま
とめたもの。かつてはこうした複合機を作ろうとすると
10t級のボディが必要でしたが、技術の進歩でスマートフォ
ンくらいまで小型化できるようになりました。人類が宇宙
に物を持って行くという障壁は、どんどん小さくなってき
ています。
その一方、探査機を搭載して打ち上げるロケットを小型
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̎ճにΘたͬて࿭੕஍ֶ࣭のຊ࣭やڀݚのݱঢ়ͳͲについて঺հしてきましたɻ近೥のӉ஦
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はͲうൃలしてい͘のでしΐうかɻͦしてਓྨڀݚのӉ஦ޙࠓ業が஫໨͢るதでɺاɺؔػڀ
はͦのൃలをͲのように׆༻できるのでしΐうかɻ
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࿭੕ը૾からӉ஦のಾにഭる࠷ऴճɻ���߸では࿭੕஍ֶ࣭のະདྷと୊してɺޙࠓのڀݚがͲうਐΜで
い͘のかɺͲΜͳ׆༻ができるようにͳるのかを࢕いましたɻ
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